
「識字学級」から学ぶ 
 
１ 目 標 
 （１） 文字を知らないことの持つ問題点を知り、奪われた文字を取り戻そうとする人々の思いに 

共感することができる。 
 （２） 奪われた文字を取り戻そうとする識字学級生の生き方と自分を重ね、これからの自分の生 

き方を考える。 
 
２ 学習計画（全２時間） 
 （１） 校内オリエンテーリング（１時間） 
 （２） 識字学級から学ぶ（１時間） 
 
３ 展 開 
（１）校内オリエンテーリング（１時間） 

学習活動 留意点 
１ 「校内オリエンテーリング」を体験する。 

 
 
 
 
 

２ 感想を発表する。 
 

○資料１ ルールやり方説明表(P138) 
 資料２ ルートマップ 
 資料３～５ ワークシート(P139～141) 
資料６ 日本語ハングル対比表(P142) 
ルートや実施方法は、日本語で表記し説明す

る。目的地についてはハングルで表記する。 

○文字が読めないことの困難さに気づくと思わ

れる。 
 
 
（２）識字学級から学ぶ（１時間） 

学習活動 留意点 
１ 今、日本に識字学級があることを確認する。 

 
２ 識字学級生の人生・思いを学ぶ。 
  (1)識字学級生の作文を読む。 

  (2)感じたことを発表する。 

  (3)なぜ文字を奪われていたのか、その理由を 

考える。 

  (4)文字を奪われるということは、字が読めな 

いだけでなく、他にどんな弊害があるかを 

考える。 

  (5)文字を獲得し、生活がどう変化したかを考 

える。 

３ 識字学級生の思いや生き方から学んだこ

と、また自分の中で変化したことについて

発表する。 
４ まとめ 

○生徒の発言を引き出してもよいし、授業実践

者が提示してもよい。 

○資料７ 「夕やけがうつくしい」(P45) 
   

○資料８ 「がんばろう」「ただ一つのみち」 
(P143～144) 

を配布し読ませる。 
○展開については、グループの代表が発表して

もよいし、クラス討議形式で展開していって

もよい。 
○文字を奪われた背景に部落差別があることに

気づかせる。 

○他者の生きざまを学び、自分と重ねられるよ

うに支援する。 

 



資料１：ルールやり方説明表 

 （１）ハングルを使ったオリエンテーリングを行うことを伝える。 

（２）資料３・４・５のワークシートを配布する。 

 （３）資料１のルールを説明する。 

 （４）各所（ポイント）に人を配置する。５人必要なので、教職員または生徒に依頼 

する。なお担当者には事前に実施方法を伝えておく。 

 （５）オリエンテーリング開始。 

 （６）最終ポイントの保健室では、数枚の「薬カード」から指示された「カゼ薬」カー 

ドを選ぶ。 

 （７）ゴールで「カゼ薬」カードを持ち帰ったかを教員が確認し、すべての班がゴール 

して、オリエンテーリング終了とする。 

 
 
 
※事前に準備しておくこと 

  （１）各校の校内見取り図を班数分、印刷しておく。 

   （２）班毎にルートを違えた「ルールやり方説明表」を作成しておく。 

  （３）資料 5の指示カードをポイント毎に準備しておく。その際、保健室では必ず「指

示カード５」を使用すること。なお、他の４ポイントでは、ポイント毎に指示カ

ードの内容が一緒のものを使用しても、内容が異なる指示カードを使用して班毎

に指示がかわっても、どちらでもかまわない。 

  （４）「薬カード」を班の数分印刷しておく。なお、カードを空き缶などに貼り付けて

準備してもよい。 
 
 
資料２ ルートマップ 

実施校の校内見取り図を班数分コピーし、各班に配布してください。 



（  ）班のルートです 
 

ルール 
（１）原則として、ハングル文字の表記は、日本語読みをハングル五十音表記で置き換

えたものです。 
（２）下の順番通りに各所（ポイント）に行き、指示された内容を行ってください。な

お、各所の人にＯＫをもらってから次のポイントに進んでください。 
（３）下の右空欄に、各所で指示された内容を日本語で記入していってください。 
 

ルート  

スタート：教室 

                           指示された内容 
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゴール：教室 

資料３ ワークシート１ 

次のシートを班数分用意して配布する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 



資料４ ワークシート２ 
 ※ハングル表記のポイント  

（１）ハングル表記ポイント名をコピーし、班毎にまわる順番を変えて、前頁のルートの部分

に貼って使用してください。 

   （２）すべての班のルート表の最後には、「保健室」とハングル表記されたものを必ず貼って

ください。 
   （３）予備カードは他の場所をポイントにする場合に活用してください。 
 

                      ‥‥校長室（こうちょうしつ） 
 

                  ‥‥職員室（しょくいんしつ） 
 

                      ‥‥図書室（としょしつ） 
 

                  ‥‥視聴覚室（しちょうかくしつ） 

 

                      ‥‥保健室（ほけんしつ） 
 

                      ････予備カード 
                   

※ハングルの「薬カード」 

   （１）「薬カード」はコピー後、切り取って使用してください。 

   （２）このカードは正式なハングル文字で表記されています。 

（３）カードの日本語訳   

カード１＝「カゼ薬」 カード２＝「胃腸薬」 
          カード３＝「頭痛薬」 カード４＝「目薬」 



資料５ ワークシート３ 
※ハングル表記の「指示カード」 
   （１）「指示カード」はコピー後、切り取って使用してください。 
   （２）予備カードは他の指示を与える場合に活用してください。 
   （３）カードの日本語訳 
      指示カード１＝「みんなでバンザイする」 
      指示カード２＝「みんなで手をつなぎ、円をつくる」 
      指示カード３＝「みんなで１０秒間目をつむる」 
      指示カード４＝「みんなでジャンケンを３回する」 
      指示カード５＝「カゼ薬を選ぶ」 
 

     指示カード１ 
 
 
 
 

     指示カード２ 
 
 
 
 

     指示カード３ 
 
 
 
 

     指示カード４ 
 
 
 
 

     指示カード５ 
 
 
 
 

予備カード 
 
 
 
 



資料６ 日本語ハングル対比表 
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資料８ 「がんばろう」「ただ一つのみち」 
                      ②                    ①  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   ④                     ③ 
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                                    中 

 
 

略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 同和教育資料集「高知の識字」資料集 1990 高知県教育センター 


